第10回かめのり賞応募用紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付No.　　   　　　　　　　　　　

個人　　・　　団体
　　　　　　　　　　　　　（事務局処理欄）　　　　　　　　　

公益財団法人かめのり財団　　　　　　　　　　　　　　　　
　　◆　第10回　か　め　の　り　賞　◆　
応 募 用 紙
	▲応募する個人・団体　

	□　個人　　　　　□　団体　　　　（　該当する方に　レ　を記入して下さい　）

	ﾌ ﾘ ｶ ﾞﾅ
	

	団体名称*

	法人格：有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　無


	　　　　　　印

（団体名印
個人応募の場合は個人印）


	（個人で応募の

場合）個人名*　　
	
	

	英文名称


	過去の表彰歴・応募歴　*過去に表彰もしくは応募されたことがある場合、ご記入ください。
表彰回　：　第　　　回　
応募回　：　第　　　回　、第　　　回　

	〒　　　　　　-　　　　　　　
住　所　



	電 話                                   メール

アドレス 

	FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

アドレス

	ﾌ　ﾘ　ｶﾞ　ﾅ
	役職


	（団体の場合）

代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	＊団体名称、個人名については、受賞された際、正賞の楯に表記されますので、正式名称をご記入ください。

	◎応募内容について問い合わせをすることがあります。ご担当者がいる場合には次をご記入ください。

	ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ
	役職

	担当者

氏名
	

	担当者連絡先（メールアドレス、電話、FAX）


◎　ご記入いただいた個人情報は、かめのり賞の選考に関することのみに使用します。また、受賞された際には新聞などへの公表も含め、当財団の広報活動にも利用させていただく場合がございますのでご了承ください。
◇応募用紙の記入の注意事項◇

　各項目について、具体的な数値や名称を入れて記載してください。
過去の表彰者が再度応募する場合には、③-a「活動歴の年表」以外は、表彰以降の活動について記入のこと。

(記入例)
· 1995年　外国籍市民約40名、日本人市民約60名による国際理解教育ボランティアネットワーク「●●ネッ　　

ト」を設立。

・　　国際理解教育活動において、○×市教育委員会・同市国際交流協会と協働。

・ 　外国籍市民や留学生（▽△大学、○□大学など10大学）が、地域の小学校6校で、年間60時間以上の
国際理解教育講座を担当するとともに、○×市広報の翻訳（中・韓・英）を実施。
· 日本人市民が外国籍市民の子育て相談や生活カウンセリングを年間150件以上行い、地域内での
日本人と外国人の交流を通じた多文化共生を目指している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅰ．　これまでの活動における貢献
①　活動の趣旨・目標（キャッチフレーズなど特徴を200字程度）

	


②　団体/個人について
	【構成人数】　全体　　　　　人　（職員　　　　　　人　　会員　　　　　　　人　　ボランティア　　　　　　　人）

【活動年数】　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　　【活動頻度】　　　　　　　　　　
＊活動開始年　　　　　　　　年 ～
【活動地域】（日本国内および海外について記入）
【活動資金規模】

前年度：　収入　　　　　　　　　　　　　　　　　円　　　　支出　　　　　　　　　　　　　　　円　　　

収支差額　　　　　　　　　　　　　　円

資金の調達方法（レを入れる）：

□会員収入　　　　　□　寄付　　　　　□　助成金
□その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【受賞歴】
　　



③　活動について   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箇条書きで簡潔にポイントをまとめてご記入ください。
	a．活動歴の年表（活動開始後の活動実績）

	　　年
	活動実績

	
	

	【箇条書きで簡潔にポイントをまとめてご記入ください。】
b．　主な活動 （ 特にアジア・オセアニアとの活動を5つまで ） とその実績・効果

　　*それぞれの活動内容に人数、対象国、年齢層、ボランティアの構成比率を含めて記入。

	　　　　　　　　　　　活　動　内　容
	　　　　　　　　　　実　績　・　効　果　

	①
	

	②
	

	③　
	

	④　
	

	⑤　
	

	【箇条書きで簡潔にポイントをまとめてご記入ください。】
ｃ．支援先（サポートされる側）や対象者のコメント・評価

　　*可能な限り、コメント・評価者の所属先、氏名や年齢層、国籍などを明記のこと
・
・
・
・
・


	ｄ．　この1年で最も力を入れた活動の内容とその成果

　　＊この1年で優先すべき課題は何であり、それに対してどういう活動をしたのかを記入



Ⅱ．　活動の広がりとネットワーク化　　　　　　　　　　　【箇条書きで簡潔にポイントをまとめてご記入ください。】
	a．　他団体との連携や協働
　　　＊これまで連携・協働、ノウハウ提供等をどのように進めてきたか、また今後どう進めていくかを記入

・
・


	b． 地域との結びつき　　　　＊これまでの結びつきに加え、今後、どのように進めていくかを記入
・
・



Ⅲ．今後の目標と展望（将来の活動、事業展開）　　【箇条書きで簡潔にポイントをまとめてご記入ください。】
	・
・
・



Ⅳ．自由記入欄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【箇条書きで簡潔にポイントをまとめてご記入ください。】
・加点要素となりますので、アジアの国、地域、人々を中心とした活動展開、若い世代の相互交流や人材育成について
自由にご記入ください。
	・
・



Ⅴ．活動の様子のわかる写真
＊活動の様子がわかる画像を掲載したブログなどがあれば、アドレスを以下に記載
＊ブログなどがなければ、可能な限りA4ｻｲｽﾞにまとめた写真と写真の説明文をつけて応募用紙に
　「Ⅵ．活動の様子のわかる写真」として添付
	ブログなどアドレス：　




☆　受賞した場合、活動奨励金の活用方法

	


☆ かめのり賞に応募しようと思った動機・理由

	


☆ かめのり賞についてどのようにお知りになりましたか。具体的な情報入手先を書いてください。

	例）○○市のボランティアセンターホームページ / ○○県国際交流協会でポスターを見た




☆　添付書類　（応募用紙・推薦書と一緒に送付する書類をすべてご記入ください。）　

	・

・
・

・

・




書類記入日　：　　　　　　年　　　　月　　　　日

8/8　　　　　　　　　

　　　　　　公益財団法人かめのり財団

The Kamenori Foundation

